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静
岡
空
港
、
富
士
山
こ
ど
も
の
国
、

小
笠
山
総
合
運
動
公
園
の
建
設
な
ど

21
世
紀
に
向
け
た
県
土
発
展
に
寄
与

し
ま
し
た
。

特
に
、
勢
子
辻
地
区
に
設
置
さ
れ

た
富
士
山
こ
ど
も
の
国
は
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
、
情
操
豊
か
な
人
間
性

を
育
て
る
場
と
な
り
、
地
元
に
と
っ

て
有
益
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
常
に
郷
土
の
発
展

と
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
願
い
、

高
い
識
見
と
豊
か
な
経
験
を
も
と
に
、

富
士
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

齊
藤
氏
の
功
績
は
誠
に
多
大
で
、

多
く
の
人
々
か
ら
厚
い
信
望
と
尊
敬

を
一
身
に
集
め
て
い
ま
す
。

昭
和
41
年
、
吉
原
市
長
で
あ
っ
た

齊
藤
氏
は
、
将
来
の
郷
土
の
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
を
見
据
え
、
英
断

を
持
っ
て
、
2
市
1
町
の
合
併
を
実

現
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
生
富
士
市
の
初
代
市

長
に
就
任
し
、
人
の
和
を
基
調
と
し

た
地
域
の
発
展
と
、
新
し
い
都
市
の

基
盤
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
の

富
士
市
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

昭
和
44
年
に
衆
議
院
議
員
に
初
当

選
し
、
6
期
16
年
余
り
に
わ
た
り
、

国
政
に
参
画
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

建
設
大
臣
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

国
政
の
発
展
や
国
民
の
福
祉
向
上
に

力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
61
年
に
は
、
静
岡
県
知
事
に

就
任
し
、
2
期
7
年
に
わ
た
り
、
卓

越
し
た
政
治
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。

9
月
11
日
の
市
議
会
で
、
名

誉
市
民
の
称
号
を
初
代
市
長
の

齊
藤
滋
与
史
氏
に
贈
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

名
誉
市
民
は
、
素
粒
子
物
理
学
者

の
戸
塚
洋
二
氏
に
次
い
で
、
2
人
目

と
な
り
ま
す
。

11
月
1
日
に
行
う
市
制
施
行
40
周

年
記
念
式
典
の
中
で
、
名
誉
市
民
章

の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

齊
さい

藤
とう

滋
しげ

与
よ

史
し

氏
大正7年8月9日生 88歳
富士市比奈在住

◆昭和39年～41年 吉原市長
◆昭和41年～44年 富士市長
◆昭和44年～61年 衆議院議員
・昭和49～50年 国土政務次官
・昭和51年 労働政務次官
・昭和55～56年

国務大臣・建設大臣
◆昭和61年～平成5年 静岡県知事

◆昭和35年 日本赤十字社金色有功章
◆昭和35年 紺綬褒章
◆昭和40年 紺綬褒章飾版
◆昭和63年 勲一等瑞宝章
◆平成 8 年 富士市長表彰

（特別地方自治）

富士市民、または富士市に特に関
係が深い人で、産業・学術・技芸な
どにより、市勢の興隆と社会文化の
進展に貢献し、もしくは富士市の功
労者として、その事績が特にすぐれ、
住民の尊敬の的と仰がれる人に名誉
市民の称号を贈り、顕彰します。

常
に
郷
土
の
発
展
と
地
域
福
祉
の
向
上
を
願
っ
て

名
誉
市
民
に齊

藤
滋
与
史
氏




